
行政評価局が政府内にあって施策や事業の担当府省とは異なる立場から、各府省の業務の現場における実施
状況を実地に調査し、各府省の課題や問題点を実証的に把握・分析し、改善方策を提示するもの

＜全国計画調査のフロー＞

行政評価等プログラム
（調査テーマの決定）

実地調査・
分析・取りまとめ

勧告、 結果公表
改善措置状況の
フォローアップ

中期的な業務の基本的な

方針や今後３年間の調査

テーマについて決定

本省行政評価局、管区

局・事務所において実地

に調査し、実態把握、原因

分析、改善方策の検討を

行い、結果を取りまとめ

調査結果及び勧告事

項について、総務大臣

から閣議の場で、関係

大臣に適切な改善措置

を要請、公表

改善措置状況について、６

月後、１年６月後の２回にわ

たりフォロー。改善が不十分

な場合、３回目のフォロー

アップや再調査の実施。更

に必要な場合は、総理への

意見具申権を発動具体的な調査テーマ

【最近結果を公表した主なテーマ】

＜全国計画調査＞

・医師等の確保対策に関する行政評価・監視（27.1）

⇒ 地域医療支援センターの取組の効果検証の適時・的確な実施

・ＰＦＩの推進に関する行政評価・監視（27.4）

⇒ 施設整備に対する負担金等の交付に際しての課題整理、必要な取組検討

＜地域計画調査＞

・福祉有償運送に関する実態調査（26.11）（九州管区行政評価局）

⇒ 福祉有償運送の設置及び運営に関する運営協議会の設立、開催

１年

行政評価局調査の概要

【現在実施中のテーマ（例）】

・社会資本（鉄道）

・世界文化遺産

・災害時に必要な物資の備蓄

・地域活性化

・有料老人ホームの運営

・アスベスト対策
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行政評価局調査に関する審議事項（案）

○ 行政評価局調査のテーマ選定の考え方

を整理することが必要ではないか

○ 国民の関心、社会的な影響等が勘案さ

れ、時宜にかなったテーマが選定される

ことが必要ではないか

○ 行政のマルチステークホルダー化（地

方公共団体、ＮＰＯ、民間企業など行政

施策の実施主体が多様化）が進む中で、

行政評価局調査の在り方について検討す

ることが必要ではないか

○ 行政評価局調査のテーマ

選定に関し、新たな行政の

在り方等を踏まえた中長期

的な考え方について審議

○ 中長期的な考え方を踏ま

え、テーマの選定状況につ

いて審議

○ 中長期的な考え方との関

係から、重要なテーマにつ

いて審議

当面の取組事項行政評価局調査に係る指摘
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